
(57)【要約】

　【課題】　突起の高さを低くしても液晶の配向性を維

持し、最適な表示状態が得られる

液晶表示装置を提供することである。

　【解決手段】　液晶表示装置は、画素電極４をマトリ

クス状に配置した第一基板１と、

画素電極４に形成されたスリット６と、透明電極１１を

形成した第二基板８と、スリット

６に対応して透明電極１１の一部に溝状の段部が形成さ

れ、該溝状の段部の上に形成され

た帯状の突起１２と、両基板上に積層した垂直配向処理

を施した配向膜７、１３と、両基

板間に挟持した誘電率異方性が負の液晶層１４と、第一

基板１の外側に配置した第一偏光

板１５と、第二基板８の外側に配置されると共に第一偏

光板１５の透過軸と直交関係にあ

る透過軸を有する第二偏光板１６とを備える構成とする

。

【選択図】　　　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 画 素 電 極 を マ ト リ ク ス 状 に 配 置 し 、 該 画 素 電 極 上 に 垂 直 配 向 処 理 を 施 し た 配 向 膜 が 積 層
さ れ た 第 一 基 板 と 、
　 透 明 電 極 を 形 成 し 、 該 透 明 電 極 を 覆 う 垂 直 配 向 膜 処 理 を 施 し た 配 向 膜 が 積 層 さ れ た 第 二
基 板 と 、
　 前 記 両 基 板 間 に 挟 持 し た 液 晶 層 と 、
を 有 し 、 前 記 液 晶 層 に 電 界 を 印 加 し な い と き は 液 晶 分 子 が 垂 直 配 列 し 、 前 記 液 晶 層 に 電 界
を 印 加 し た と き は 前 記 電 界 に よ っ て 規 制 さ れ る 方 向 に 液 晶 分 子 が 傾 斜 し て 配 列 す る 液 晶 表
示 装 置 に お い て 、
　 前 記 透 明 電 極 に 溝 状 の 段 部 を 設 け 、 該 溝 状 の 段 部 と 前 記 配 向 膜 と の 間 に 誘 電 体 材 料 を 配
置 す る こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 画 素 電 極 を マ ト リ ク ス 状 に 配 置 し 、 該 画 素 電 極 上 に 垂 直 配 向 処 理 を 施 し た 配 向 膜 が 積 層
さ れ た 第 一 基 板 と 、
　 透 明 電 極 を 形 成 し 、 該 透 明 電 極 を 覆 う 垂 直 配 向 膜 処 理 を 施 し た 配 向 膜 が 積 層 さ れ た 第 二
基 板 と 、
　 前 記 両 基 板 間 に 挟 持 し た 液 晶 層 と 、
を 有 し 、 前 記 液 晶 層 に 電 界 を 印 加 し な い と き は 液 晶 分 子 が 垂 直 配 列 し 、 前 記 液 晶 層 に 電 界
を 印 加 し た と き は 前 記 電 界 に よ っ て 規 制 さ れ る 方 向 に 液 晶 分 子 が 傾 斜 し て 配 列 す る 液 晶 表
示 装 置 に お い て 、
　 前 記 透 明 電 極 に 溝 状 の 段 部 を 設 け 、 前 記 液 晶 中 の 等 電 位 面 を 前 記 溝 状 の 段 部 の 形 状 に 合
わ せ て 発 生 さ せ 、 前 記 溝 状 の 段 部 と 前 記 配 向 膜 と の 間 に 誘 電 体 材 料 を 配 置 す る こ と を 特 徴
と す る 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 第 二 基 板 側 に 孔 部 を 有 す る カ ラ ー フ ィ ル タ を 設 け 、 前 記 溝 状 の 段 部 は 、 該 孔 部 に 前
記 透 明 電 極 を 形 成 す る こ と に よ り 設 け ら れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は ２ の 何 れ か
に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 １ 画 素 内 に 複 数 の ド メ イ ン を 設 け た 広 視 野 角 の 液 晶 表 示 装 置 に 関 す る も の で
あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 一 般 に 液 晶 表 示 装 置 に は 薄 型 軽 量 、 低 消 費 電 力 と い う 特 徴 が あ り 、 携 帯 端 末 か ら 大 型 テ
レ ビ に 至 る ま で 幅 広 く 利 用 さ れ て い る 。 こ の 液 晶 表 示 装 置 と し て Ｔ Ｎ 型 の 液 晶 表 示 装 置 が
よ く 使 わ れ 、 表 示 装 置 と し て 高 い 性 能 、 品 質 を 維 持 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 し か し Ｔ Ｎ 型 液 晶 表 示 装 置 等 は 視 角 依 存 性 が 大 き い 等 の 問 題 が あ っ た 。 そ こ で Ｔ Ｎ 型 よ
り も 広 視 野 角 な Ｖ Ａ （ vertically aligned） 型 の 液 晶 表 示 装 置 が 提 案 さ れ て い る 。 Ｖ Ａ 型
の 液 晶 表 示 装 置 の 場 合 、 一 対 の ガ ラ ス 基 板 間 に 誘 電 率 異 方 性 が 負 の 液 晶 を 封 入 し 、 一 方 の
ガ ラ ス 基 板 に 画 素 電 極 を 、 他 方 の ガ ラ ス 基 板 に 共 通 電 極 を 配 置 し て い る 。 両 ガ ラ ス 基 板 上
に は 垂 直 配 向 膜 を 積 層 し 、 両 ガ ラ ス 基 板 の 外 側 に 互 い の 透 過 軸 方 向 が 直 交 す る よ う に 一 対
の 偏 光 板 を 配 置 し て い る 。 そ し て 両 電 極 間 に 電 界 が 発 生 し な い と き は 液 晶 分 子 が 垂 直 配 向
膜 に 規 制 さ れ て 垂 直 配 列 し 、 一 方 の 偏 光 板 を 通 過 し た 直 線 偏 光 の 透 過 光 が そ の ま ま 液 晶 層
を 通 過 し て 他 方 の 偏 光 板 に よ っ て 遮 ら れ る 。 ま た 両 電 極 間 に 電 界 が 発 生 す る と き は ガ ラ ス
基 板 間 の 液 晶 分 子 が 電 界 に 対 し て 垂 直 方 向 に 傾 斜 し て 水 平 配 列 す る の で 、 一 方 の 偏 光 板 を
通 過 し た 直 線 偏 光 の 透 過 光 は 液 晶 層 を 通 過 す る と き に 複 屈 折 さ れ 楕 円 偏 光 の 通 過 光 に な り
、 他 方 の 偏 光 板 を 通 過 す る 。
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【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の Ｖ Ａ 型 液 晶 表 示 装 置 の 視 野 角 を 更 に 改 善 す る た め に 、 画 素 内 に 突 起 や 溝 を 設 け て １
画 素 内 に 複 数 の ド メ イ ン を 形 成 す る Ｍ Ｖ Ａ （ Multi-domain vertically aligned） 方 式 が
提 案 さ れ て い る 。 こ れ は 例 え ば 特 許 文 献 １ に 記 載 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ の 従 来 の Ｍ Ｖ Ａ 型 液 晶 表 示 装 置 の 画 素 構 成 に つ い て 説 明 す る 。 平 行 に 対 向 配 置 す る 一
対 の ガ ラ ス 基 板 の う ち 、 一 方 の ガ ラ ス 基 板 上 に は 画 素 電 極 、 走 査 線 、 信 号 線 、 Ｔ Ｆ Ｔ が 形
成 さ れ 、 他 方 の ガ ラ ス 基 板 に は カ ラ ー フ ィ ル タ 、 共 通 電 極 、 突 起 が 形 成 さ れ る 。 複 数 の 走
査 線 と 信 号 線 が ガ ラ ス 基 板 上 に マ ト リ ク ス 状 に 配 線 さ れ 、 そ の 交 差 部 分 に Ｔ Ｆ Ｔ を 、 走 査
線 と 信 号 線 で 囲 ま れ る 領 域 内 に 画 素 電 極 を そ れ ぞ れ 配 置 す る 。 Ｔ Ｆ Ｔ の ゲ ー ト 電 極 は 走 査
線 に 、 ソ ー ス 電 極 は 信 号 線 に 、 ド レ イ ン 電 極 は 画 素 電 極 に そ れ ぞ れ 接 続 さ れ る 。 画 素 電 極
に 形 成 さ れ る ス リ ッ ト は 、 ガ ラ ス 基 板 の 法 線 方 向 か ら 見 た と き に 複 数 の 突 起 が ジ グ ザ グ 状
に 形 成 さ れ 、 ス リ ッ ト は こ の 複 数 の 突 起 の 間 に 位 置 し 、 隣 り 合 う 突 起 と 略 平 行 に 形 成 さ れ
て い る 。 液 晶 分 子 は 突 起 及 び ス リ ッ ト に 対 し て ９ ０ ° 方 向 に 傾 斜 し 、 突 起 や ス リ ッ ト を 境
に し て 逆 方 向 に 傾 斜 す る 。 一 対 の ガ ラ ス 基 板 の 外 側 に は 直 交 ニ コ ル の 一 対 の 偏 光 板 が 配 置
さ れ 、 偏 光 板 の 透 過 軸 と 突 起 の 方 向 と の 成 す 角 度 が ４ ５ ° に な る よ う に 設 定 し 、 偏 光 板 の
法 線 方 向 か ら 見 た と き に 傾 斜 し た 液 晶 分 子 と 偏 光 板 の 透 過 軸 と の 成 す 角 度 が ４ ５ ° に な る
よ う に し て い る 。 傾 斜 し た 液 晶 分 子 と 偏 光 板 の 透 過 軸 と の 角 度 が ４ ５ ° に な る と き 、 最 も
効 率 よ く 偏 光 板 か ら 透 過 光 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 し か し な が ら 従 来 の Ｍ Ｖ Ａ 型 の 液 晶 表 示 装 置 で は 、 実 際 の 液 晶 分 子 の 傾 斜 状 態 が 理 想 的
な 状 態 に な っ て い な い た め に 、 最 適 な 表 示 状 態 が 得 ら れ な か っ た 。 こ の 対 策 と し て 、 例 え
ば 特 許 文 献 ２ で は 、 突 起 の 断 面 形 状 を 好 適 化 す る こ と に よ り 、 透 過 率 を 高 め て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 許 第 ２ ９ ４ ７ ３ ５ ０ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － ２ ６ ７ １ ０ ２ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 し か し な が ら 、 特 許 文 献 １ や 特 許 文 献 ２ に お い て 、 液 晶 中 に 分 散 し た 球 状 の ス ペ ー サ が
突 起 部 分 に 存 在 す る と 、 そ の 周 辺 の 液 晶 層 が 厚 く な り セ ル ギ ャ ッ プ に ム ラ が 生 じ 、 突 起 部
分 を 中 心 に 輝 度 ム ラ が 発 生 す る 。 こ の 点 よ り 、 突 起 は で き る だ け 低 い こ と で セ ル ギ ャ ッ プ
の ム ラ は 小 さ く な る が 、 突 起 を 低 く す る こ と に よ り 液 晶 の 配 向 性 が 悪 く な り 、 残 像 等 の 問
題 が 生 じ る 。 従 っ て 、 従 来 は 輝 度 ム ラ の 発 生 と 残 像 の 発 生 等 と が 妥 協 で き る 範 囲 で 突 起 の
高 さ を 決 め て い た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 の 問 題 点 に 鑑 み 、 突 起 の 高 さ を 低 く し て も 液 晶 の 配 向 性 を 維 持 し 、 最 適
な 表 示 状 態 が 得 ら れ る 液 晶 表 示 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 本 発 明 は 、 画 素 電 極 を マ ト リ ク ス 状 に 配 置 し 、 該 画 素 電 極 上
に 垂 直 配 向 処 理 を 施 し た 配 向 膜 が 積 層 さ れ た 第 一 基 板 と 、 透 明 電 極 を 形 成 し 、 該 透 明 電 極
を 覆 う 垂 直 配 向 膜 処 理 を 施 し た 配 向 膜 が 積 層 さ れ た 第 二 基 板 と 、 前 記 両 基 板 間 に 挟 持 し た
液 晶 層 と 、 を 有 し 、 前 記 液 晶 層 に 電 界 を 印 加 し な い と き は 液 晶 分 子 が 垂 直 配 列 し 、 前 記 液
晶 層 に 電 界 を 印 加 し た と き は 前 記 電 界 に よ っ て 規 制 さ れ る 方 向 に 液 晶 分 子 が 傾 斜 し て 配 列
す る 液 晶 表 示 装 置 に お い て 、 前 記 透 明 電 極 に 溝 状 の 段 部 を 設 け 、 該 溝 状 の 段 部 と 前 記 配 向
膜 と の 間 に 誘 電 体 材 料 を 配 置 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 本 発 明 は 、 画 素 電 極 を マ ト リ ク ス 状 に 配 置 し 、 該 画 素 電
極 上 に 垂 直 配 向 処 理 を 施 し た 配 向 膜 が 積 層 さ れ た 第 一 基 板 と 、 透 明 電 極 を 形 成 し 、 該 透 明
電 極 を 覆 う 垂 直 配 向 膜 処 理 を 施 し た 配 向 膜 が 積 層 さ れ た 第 二 基 板 と 、 前 記 両 基 板 間 に 挟 持
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し た 液 晶 層 と 、 を 有 し 、 前 記 液 晶 層 に 電 界 を 印 加 し な い と き は 液 晶 分 子 が 垂 直 配 列 し 、 前
記 液 晶 層 に 電 界 を 印 加 し た と き は 前 記 電 界 に よ っ て 規 制 さ れ る 方 向 に 液 晶 分 子 が 傾 斜 し て
配 列 す る 液 晶 表 示 装 置 に お い て 、 前 記 透 明 電 極 に 溝 状 の 段 部 を 設 け 、 前 記 液 晶 中 の 等 電 位
面 を 前 記 溝 状 の 段 部 の 形 状 に 合 わ せ て 発 生 さ せ 、 前 記 溝 状 の 段 部 と 前 記 配 向 膜 と の 間 に 誘
電 体 材 料 を 配 置 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 こ の 構 成 に よ る と 、 溝 の 作 用 に よ り 等 電 位 面 を 溝 に 沿 っ て 形 成 さ せ 、 こ の 溝 と 配 向 膜 と
の 間 に 誘 電 体 材 料 が 配 置 さ れ る の で 、 物 理 的 に 液 晶 分 子 を 傾 斜 さ せ る 作 用 を 弱 く さ せ て も
、 液 晶 の 配 向 性 を 維 持 で き 、 最 適 な 表 示 状 態 が 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 前 記 第 二 基 板 側 に 孔 部 を 有 す る カ ラ ー フ ィ ル タ を 設 け 、 前 記 溝 状 の 段 部 は 、 該 孔
部 に 前 記 透 明 電 極 を 形 成 す る こ と に よ り 設 け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 こ の 構 成 に よ る と 、 溝 状 の 段 部 を 形 成 す る た め の 層 を 別 途 設 け る 必 要 が な く 、 カ ラ ー フ
ィ ル タ に 形 成 し た 溝 状 の 段 部 に よ り 液 晶 を 配 向 さ せ る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 以 下 に 本 発 明 の 実 施 形 態 に つ い て 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。 図 １ は 液 晶 表 示 装 置 の 平 面
図 で あ り 、 図 ２ は 図 １ の Ａ － Ａ 線 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 １ は ガ ラ ス 基 板 な ど の 透 明 な 第 一 基 板 で あ り 、 こ の 第 一 基 板 １ 上 に は 走 査 線 ２ と 信 号 線
３ が マ ト リ ク ス 状 に 配 線 さ れ て い る 。 走 査 線 ２ と 信 号 線 ３ で 囲 ま れ る 領 域 が １ 画 素 に 相 当
し 、 こ の 領 域 内 に 画 素 電 極 ４ が 配 置 さ れ 、 走 査 線 ２ と 信 号 線 ３ の 交 差 部 に は 画 素 電 極 ４ と
接 続 す る ス イ ッ チ ン グ 素 子 で あ る Ｔ Ｆ Ｔ ５ が 形 成 さ れ る 。 画 素 電 極 ４ の 一 部 分 は 絶 縁 膜 を
介 在 さ せ て 隣 接 す る 走 査 線 ２ と 重 な り 、 こ の 部 分 が 保 持 容 量 と し て 作 用 す る 。 画 素 電 極 ４
に は 後 述 す る ス リ ッ ト ６ が 複 数 形 成 さ れ て い る 。 ７ は 画 素 電 極 ４ を 覆 う 配 向 膜 で あ り 、 垂
直 配 向 処 理 が 施 さ れ て い る 。 な お 、 図 ２ で は 画 素 電 極 ４ の 下 方 に 存 在 す る 絶 縁 膜 を 省 略 し
て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ８ は ガ ラ ス 基 板 な ど の 透 明 な 第 二 基 板 で あ り 、 第 二 基 板 ８ 上 に は 各 画 素 を 区 切 る よ う に
ブ ラ ッ ク マ ト リ ッ ク ス ９ が 形 成 さ れ 、 カ ラ ー フ ィ ル タ １ ０ が 積 層 さ れ て い る 。 カ ラ ー フ ィ
ル タ １ ０ 上 に は 例 え ば Ｉ Ｔ Ｏ （ Indium Tin Oxide） な ど の 透 明 電 極 １ １ が 積 層 さ れ 、 透 明
電 極 １ １ 上 に は 所 定 パ タ ー ン の 突 起 １ ２ が 形 成 さ れ 、 透 明 電 極 １ １ 及 び 突 起 １ ２ を 垂 直 配
向 処 理 が 施 さ れ た 配 向 膜 １ ３ で 覆 っ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 両 基 板 １ 、 ８ 間 に は 誘 電 率 異 方 性 が 負 の 液 晶 層 １ ４ が 介 在 す る 。 そ し て 画 素 電 極 ４ と 透
明 電 極 １ １ の 間 に 電 界 が 生 じ な い と き は 液 晶 分 子 が 配 向 膜 ７ 、 １ ３ に 規 制 さ れ て 垂 直 配 列
し 、 画 素 電 極 ４ と 透 明 電 極 １ １ の 間 に 電 界 が 発 生 し た と き は 液 晶 分 子 が 水 平 方 向 に 傾 斜 す
る 。 こ の と き 液 晶 分 子 は ス リ ッ ト ６ や 突 起 １ ２ に 規 制 さ れ て 所 定 の 方 向 に 傾 斜 し 、 １ 画 素
内 に 複 数 の ド メ イ ン を 形 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 第 一 基 板 １ の 外 側 に は 第 一 偏 光 板 １ ５ が 、 第 二 基 板 ８ の 外 側 に は 第 二 偏 光 板 １ ６ が そ れ
ぞ れ 配 置 さ れ 、 第 一 偏 光 板 １ ５ と 第 二 偏 光 板 １ ６ は 互 い の 透 過 軸 が 直 交 す る よ う に 設 定 さ
れ て い る 。 第 二 基 板 ８ の 法 線 方 向 か ら 観 察 し た と き に 、 偏 光 板 １ ５ 、 １ ６ の 透 過 軸 と 液 晶
分 子 の 傾 斜 方 向 が 約 ４ ５ ° を 成 す と き 、 最 も 効 率 良 く 透 過 光 が 第 二 偏 光 板 １ ６ を 通 過 す る
こ と が で き る 。 そ し て 液 晶 分 子 は 突 起 １ ２ や ス リ ッ ト ６ に 対 し て 約 ９ ０ ° 方 向 に 傾 斜 す る
た め 、 画 素 内 の ス リ ッ ト ６ や 突 起 １ ２ の 延 在 方 向 と 第 二 偏 光 板 １ ６ の 透 過 軸 と が 約 ４ ５ °
を 成 す よ う に 両 偏 光 板 １ ５ 、 １ ６ は 配 置 す る 。 こ の 実 施 例 で は 第 一 偏 光 板 １ ５ の 透 過 軸 が
走 査 線 ２ の 延 在 方 向 と 一 致 し 、 第 二 偏 光 板 １ ６ の 透 過 軸 が 信 号 線 ３ の 延 在 方 向 と 一 致 す る
よ う に 設 定 す る 。
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【 ０ ０ １ ９ 】
　 そ し て 画 素 電 極 ４ と 透 明 電 極 １ １ の 間 に 電 界 が 生 じ な い と き は 液 晶 分 子 が 垂 直 配 列 す る
た め 、 第 一 偏 光 板 １ ５ を 通 過 し た 直 線 偏 光 の 透 過 光 が 液 晶 層 １ ４ を 直 線 偏 光 の ま ま 通 過 し
て 第 二 偏 光 板 １ ６ で 遮 断 さ れ 、 黒 表 示 に な る 。 ま た 画 素 電 極 ４ に 所 定 の 電 圧 が 印 加 さ れ て
画 素 電 極 ４ と 透 明 電 極 １ １ の 間 に 電 界 が 発 生 し た と き 、 液 晶 分 子 が 水 平 方 向 に 傾 斜 す る た
め 、 第 一 偏 光 板 １ ５ を 通 過 し た 直 線 偏 光 の 透 過 光 が 液 晶 層 １ ４ で 楕 円 偏 光 に な り 第 二 偏 光
板 １ ６ を 通 過 し て 、 白 表 示 に な る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 次 に 、 突 起 １ ２ の 形 状 に つ い て 説 明 す る 。 カ ラ ー フ ィ ル タ １ ０ の 突 起 が 形 成 さ れ る 部 分
に 長 孔 が 形 成 さ れ 、 カ ラ ー フ ィ ル タ １ ０ の 表 面 及 び 長 孔 を 覆 う よ う に 透 明 電 極 １ １ が 形 成
さ れ て い る 。 即 ち 、 透 明 電 極 １ １ に 溝 状 の 段 部 が 形 成 さ れ た 状 態 で あ る 。 そ し て 、 こ の 溝
状 の 段 部 を 埋 め る よ う に 突 起 １ ２ が 形 成 さ れ て い る 。 突 起 １ ２ は 例 え ば ア ク リ ル 樹 脂 等 か
ら な る レ ジ ス ト を フ ォ ト リ ソ グ ラ フ ィ ー 法 に よ っ て 所 定 パ タ ー ン に 形 成 さ れ る 。 な お 、 突
起 １ ２ は ネ ガ 材 料 で 形 成 す る よ り も ポ ジ 材 料 で 形 成 し た 方 が 、 透 過 率 が 向 上 す る 。 こ れ は
ポ ジ 材 料 の 方 が 突 起 １ ２ の 表 面 が 滑 ら か に な り 、 よ り 液 晶 分 子 に 対 す る 傾 斜 方 向 へ の 規 制
力 が 向 上 す る た め で あ る 。 ま た 、 突 起 の 比 誘 電 率 は ３ ～ ４ と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 一 般 に 、 突 起 を 高 く （ 約 １ ． ５ μ ｍ 以 上 ） す る と 液 晶 の 配 向 性 が 向 上 し て 残 像 が 出 に く
く な る が 、 球 状 の ス ペ ー サ が 突 起 に 乗 っ た と き の セ ル ギ ャ ッ プ の ム ラ が 大 き く な り 輝 度 ム
ラ が 発 生 す る 。 一 方 、 突 起 を 低 く （ 約 １ μ ｍ 以 下 ） す る と セ ル ギ ャ ッ プ の ム ラ は 小 さ く な
り 輝 度 ム ラ は 低 減 す る が 、 逆 に 液 晶 の 配 向 性 は 低 下 し て 残 像 等 が 生 じ や す く な る 。 そ こ で
従 来 は 、 残 像 等 の 発 生 と 輝 度 ム ラ の 発 生 を 考 慮 し て 、 突 起 の 高 さ は １ ． ２ μ ｍ 程 度 と し て
い た 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 そ れ に 対 し て 本 発 明 は 、 透 明 電 極 １ １ に 溝 状 の 段 部 を 形 成 し て い る 。 こ れ に よ り 、 液 晶
層 １ ４ 中 の 等 電 位 面 が 溝 の 形 状 に 合 わ せ て 発 生 す る 。 図 ３ は 、 等 電 位 面 及 び 液 晶 の 配 向 を
説 明 す る 液 晶 表 示 装 置 の 断 面 図 で あ る 。 な お 、 図 ３ は 画 素 電 極 ４ と 透 明 電 極 １ １ の 間 に 電
界 が 発 生 し た 状 態 を 模 式 的 に 示 し て い る 。 図 中 、 破 線 が 等 電 位 面 を 示 す 。 突 起 １ ２ の 近 傍
に お い て 、 こ の 等 電 位 面 に 平 行 に な る よ う に 液 晶 分 子 １ ４ ａ が 傾 く 。 そ の 影 響 を 受 け て 周
囲 の 液 晶 分 子 １ ４ ａ も 同 じ 方 向 に 傾 斜 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ま た 、 突 起 １ ２ は 物 理 的 に 液 晶 分 子 １ ４ ａ を 傾 け る 作 用 が あ る 。 従 来 は こ の 物 理 的 な 作
用 を 低 下 さ せ な い た め に 突 起 の 高 さ が あ る 程 度 必 要 と な り 、 突 起 を 低 く す る こ と が で き な
か っ た が 、 本 発 明 に よ れ ば 、 上 記 の カ ラ ー フ ィ ル タ １ ０ の 溝 状 の 段 部 の 作 用 に よ り 液 晶 分
子 １ ４ ａ を 十 分 に 傾 斜 さ せ る こ と が で き る の で 、 突 起 １ ２ の 高 さ ｈ （ 透 明 電 極 １ １ の 溝 状
の 段 部 以 外 の 平 坦 部 か ら 突 起 １ ２ の 最 高 部 ま で ） を 従 来 よ り も 低 く す る こ と が 可 能 と な る
。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 そ こ で 、 具 体 的 な 突 起 １ ２ の 高 さ ｈ を 決 定 す る た め の 実 験 を 行 っ た 。 従 来 例 及 び 本 発 明
の 液 晶 表 示 装 置 の サ ン プ ル と し て 、 そ れ ぞ れ 突 起 の 高 さ が ０ ． ６ ～ １ ． ２ μ ｍ の 液 晶 表 示
装 置 を 作 製 し た 。 そ し て 、 各 サ ン プ ル の 輝 度 ム ラ 及 び 残 像 を 測 定 し た 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 輝 度 ム ラ は セ ル ギ ャ ッ プ の ム ラ に 依 存 し 、 従 来 例 及 び 本 発 明 の 液 晶 表 示 装 置 の 何 れ に お
い て も 、 突 起 の 高 さ が 高 く な る に 従 っ て 同 様 に 輝 度 ム ラ の 発 生 が 見 ら れ 、 突 起 の 高 さ が １
μ ｍ 以 下 の 場 合 が 良 好 で あ っ た 。 こ れ は 、 セ ル ギ ャ ッ プ の ム ラ が 液 晶 層 １ ４ 中 の ス ペ ー サ
が 突 起 部 分 で 狭 持 さ れ る こ と に よ っ て 生 じ る た め 、 突 起 の 高 さ に 依 存 す る こ と を 示 し て い
る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 残 像 の 発 生 な ど は 液 晶 の 配 向 性 に 依 存 し 、 従 来 例 の 液 晶 表 示 装 置 で は 、 突 起 の 高 さ が １
． ２ μ ｍ の 場 合 は 良 好 で あ っ た が 、 ０ ． ６ μ ｍ の 場 合 は 鑑 賞 に 耐 え ら れ な か っ た 。 一 方 、
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本 発 明 の 液 晶 表 示 装 置 で は 、 突 起 の 高 さ ｈ が ０ ． ９ ～ １ ． ２ μ ｍ の 場 合 は 従 来 例 よ り も 残
像 が 少 な く 、 ０ ． ８ μ ｍ の 場 合 は 従 来 例 の １ ． ２ μ ｍ 時 の 残 像 と 同 等 で あ り 、 ０ ． ６ ～ ０
． ７ μ ｍ の 場 合 は 従 来 例 の １ ． ２ μ ｍ 時 よ り も や や 残 像 が 多 い 程 度 で あ っ た 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 上 記 の 輝 度 ム ラ 及 び 残 像 の 測 定 結 果 よ り 、 本 発 明 の 液 晶 表 示 装 置 の 突 起 １ ２ の 高 さ は 輝
度 ム ラ が 良 好 な １ μ ｍ 以 下 で あ る こ と が 好 ま し く 、 残 像 の 程 度 を 従 来 と 同 等 に 保 ち な が ら
輝 度 ム ラ を 低 減 で き る 点 か ら ０ ． ８ μ ｍ で あ る こ と が 更 に 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 な お 、 本 発 明 の 液 晶 表 示 装 置 は 、 携 帯 端 末 や 大 型 テ レ ビ を は じ め 、 表 示 部 を 有 す る 種 々
の 装 置 に 利 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 こ の よ う な 本 発 明 に よ れ ば 、 透 明 電 極 の 一 部 に 溝 が 形 成 さ れ 、 こ の 溝 の 作 用 に よ り 等 電
位 面 を 溝 に 沿 っ て 形 成 さ せ 、 こ の 溝 と 配 向 膜 と の 間 に 誘 電 体 材 料 が 配 置 さ れ る の で 、 液 晶
分 子 を 十 分 に 傾 斜 さ せ る こ と が で き 、 物 理 的 に 液 晶 分 子 を 傾 斜 さ せ る 作 用 を 弱 く さ せ て も
、 液 晶 の 配 向 性 を 維 持 で き 、 最 適 な 表 示 状 態 が 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ま た 本 発 明 に よ れ ば 、 第 二 基 板 側 に 孔 部 を 有 す る カ ラ ー フ ィ ル タ を 設 け 、 溝 は 、 該 孔 部
に 沿 っ て 透 明 電 極 を 形 成 す る こ と に よ り 設 け る こ と が で き 、 液 晶 を 配 向 さ せ る の に 十 分 な
深 さ の 溝 を 得 る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ １ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 液 晶 表 示 装 置 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の Ａ － Ａ 線 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 等 電 位 面 及 び 液 晶 の 配 向 を 説 明 す る 液 晶 表 示 装 置 の 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 　 　 １ 　 　 第 一 基 板
　 　 　 ４ 　 　 画 素 電 極
　 　 　 ６ 　 　 ス リ ッ ト
　 　 　 ７ 、 １ ３ 　 　 配 向 膜
　 　 　 ８ 　 　 第 二 基 板
　 　 　 １ ０ 　 　 カ ラ ー フ ィ ル タ
　 　 　 １ １ 　 　 透 明 電 極
　 　 　 １ ２ 　 　 突 起
　 　 　 １ ４ 　 　 液 晶 層
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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摘要(译)

解决的问题：即使降低突起的高度也要保持液晶的取向，并获得最佳的
显示状态。 提供一种液晶显示装置。 液晶显示装置具备：第一基板1，
在该第一基板1中，像素电极4呈矩阵状配置， 在像素电极4上形成的狭
缝6，形成有透明电极11的第二基板8以及该狭缝 对应于6，在透明电极
11的一部分中形成有槽状台阶，并且在该槽状台阶上形成有槽状台阶。 
在两个基板以及两个基板上层叠有经过垂直取向处理的带状突起12，取
向膜7、13。 具有负介电各向异性的液晶层14夹在板之间，并且第一偏
振光布置在第一基板1的外部。 板15设置在第二基板8的外侧，并且与第
一偏振板15的透射轴正交。 第二偏振板16具有透射轴。 [选择图]图2
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